
賦
物
に
つ
い
て

岩
　
下
　
紀
　
之

　
冷
泉
家
の
蔵
書
の
公
開
に
よ
っ
て
、
国
文
学
の
各
分
野
は
新
し
い
資
料
多
数
を
得
た
が
、
連
歌
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
紙
背
文
書
の

う
ち
に
、
鎌
倉
時
代
の
連
歌
懐
紙
が
見
出
さ
れ
、
興
行
年
時
の
明
記
さ
れ
た
百
韻
を
含
む
か
な
り
の
量
の
連
歌
作
品
が
復
元
さ
れ
た
。
こ
こ
で

は
、
端
作
り
に
賦
物
が
記
さ
れ
、
か
つ
本
文
に
合
点
の
付
さ
れ
た
も
の
を
通
覧
し
、
当
時
の
賦
物
の
実
態
に
つ
き
考
え
て
み
た
い
。
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山
田
孝
雄
・
星
加
宗
一
両
氏
に
よ
っ
て
、
昭
和
十
一
年
『
連
歌
法
式
綱
要
』
が
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に

以
下
の
賦
物
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
翌
昭
和
十
二
年
に
出
版
さ
れ
た
山
田
孝
雄
氏
の
『
連
歌
概
説
』
に
は

り
、
室
町
時
代
に
お
け
る
運
用
の
実
態
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
説
き
尽
さ
れ
て
い
る
。

「
賦
物
篇
」
が
含
ま
れ
、
山
何

「
賦
物
の
説
明
」
の
項
目
が
あ

先
づ
発
句
成
り
て
後
、
そ
の
発
句
の
う
ち
に
、
主
な
る
意
義
を
な
す
文
字
を
と
り
て
、
そ
の
「
何
」
の
位
置
に
お
き
試
み
て
、
あ
る
成
語

と
な
る
べ
き
も
の
な
る
と
き
に
こ
れ
を
そ
の
賦
物
と
定
む
る
な
り
。
即
ち
そ
の
「
何
」
と
い
ふ
語
は
、
発
句
中
に
存
し
て
、
賦
物
の
文
字



　
　
と
結
合
す
べ
き
語
を
汎
く
代
表
せ
る
語
な
り
と
い
ふ
べ
き
な
り
。

　
し
た
が
っ
て
、
「
雪
な
が
ら
山
本
霞
む
夕
か
な
」
と
い
う
発
句
を
詠
ん
だ
あ
と
で
、
そ
の
一
座
の
宗
匠
が
「
山
」
と
い
う
文
字
が
「
人
」
と
い

う
文
字
と
結
び
つ
く
と
「
山
人
」
と
い
う
語
が
成
立
す
る
の
で
、
こ
の
一
座
の
連
歌
を
「
賦
何
人
連
歌
」
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
連
歌
の
発

句
作
者
は
宗
祇
で
あ
り
、
宗
匠
も
宗
紙
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
歴
史
的
に
は
百
韻
全
体
を
規
制
し
て
い
た
は
ず
の
賦
物
は
、
も
は
や
意
味
を
失
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
山
田
氏
も
、
「
か
く
儀
式
的
に
な
り
、
無
意
味
の
如
く
に
な
れ
る
こ
の
賦
物
」
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
こ
と
に

も
っ
と
も
と
い
う
他
な
い
。
た
だ
し
、
一
字
露
顕
の
賦
物
は
『
連
歌
初
学
抄
』
の
記
述
に
よ
っ
て
、
室
町
時
代
に
至
る
ま
で
、
百
韻
全
体
に
わ

た
っ
て
賦
さ
れ
た
が
、
そ
れ
も
間
も
な
く
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
『
連
歌
初
学
抄
』
は
、
昭
和
三
十
一
年
、
岩

波
文
庫
『
連
歌
論
集
』
下
に
収
め
ら
れ
活
字
化
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
賦
物
篇
が
含
ま
れ
て
お
り
、
さ
き
の
『
連
歌
法
式
綱
要
』
所
収
の
賦
物

篇
と
比
較
す
る
と
小
異
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
室
町
時
代
通
行
の
賦
物
集
を
窺
う
に
足
る
。

　
さ
ら
に
古
い
賦
物
集
は
、
昭
和
十
二
年
、
堀
部
正
二
氏
「
「
和
歌
集
心
躰
抄
抽
肝
要
」
と
二
条
良
基
の
連
歌
学
書
」
（
『
国
語
国
文
』
昭
和
十
二

年
四
月
号
）
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
『
心
躰
抄
』
所
収
の
賦
物
次
第
に
つ
い
て
堀
部
氏
は
「
結
局
、
兼
良
以
前
の
古
賦
物
篇
目
が
伝
存

さ
れ
た
」
と
論
ぜ
ら
れ
た
。

　
戦
後
昭
和
四
十
年
、
金
子
金
治
郎
・
山
内
洋
一
郎
両
氏
に
よ
っ
て
、
『
野
坂
本
賦
物
集
』
（
中
世
文
芸
叢
書
4
『
鎌
倉
末
期
連
歌
学
書
』
所
収
）

が
影
印
本
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
詳
細
な
解
説
と
、
正
確
な
索
引
が
提
供
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
三
年
、
同
書
は
『
連
歌
貴
重
文
献
集
成
』
第
一
集

に
、
前
書
よ
り
拡
大
さ
れ
た
影
印
と
、
山
内
氏
に
よ
る
簡
潔
な
解
説
を
付
し
て
出
版
さ
れ
た
。
本
書
は
鎌
倉
時
代
の
写
本
で
あ
り
、
一
つ
一
つ

の
賦
物
に
つ
い
て
多
く
の
語
を
収
録
し
て
い
る
。
例
え
ば
何
屋
に
臨
語
、
何
船
に
捌
語
の
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
『
心
躰
抄
』
所
収
の

賦
物
次
第
に
お
い
て
は
何
屋
6
7
語
、
何
船
6
5
語
、
『
賦
物
篇
』
で
は
何
屋
3
3
語
、
何
船
5
7
語
で
あ
る
。
賦
物
の
連
歌
賦
詠
に
際
し
て
の
形
骸
化
は

明
ら
か
で
、
賦
物
集
所
収
の
語
数
は
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
現
在
で
は
鎌
倉
時
代
の
賦
物
集
と
し
て
『
野
坂
本
賦
物
集
』
、
そ
れ
以
後
の
『
和
歌
心
躰
抄
抽
肝
要
』
所
収
の
賦
物
次
第
、
室
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町
時
代
の
『
賦
物
篇
』
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
並
行
し
て
成
立
し
て
い
る
寄
合
集
が
『
連
珠
合
壁
集
』
以
下
江
戸
時
代
初
期

ま
で
作
ら
れ
続
け
る
の
に
比
較
す
る
と
、
賦
物
集
は
は
る
か
に
少
数
が
現
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
室
町
時
代
、
賦
物
が
単
な
る
形
式
に
す
ぎ
な

く
な
っ
て
い
た
た
め
で
、
や
む
を
え
な
い
事
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
研
究
す
る
と
し
て
も
、
例
え
ば
三
代
集
作
者
、
源
氏
国
名
、
以
呂
波
な

ど
の
賦
物
を
総
称
す
る
述
語
が
考
案
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
山
何
、
何
人
な
ど
で
も
上
賦
、
下
賦
な
ど
と
言
う
に
し
て
も
両
者
を
総
称
す
る

述
語
も
や
は
り
熟
し
て
い
な
い
。
本
稿
も
そ
う
い
う
訳
で
ぎ
こ
ち
な
い
行
文
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、
連
歌
史
を
通
覧
す
る
と
、
賦
物
を
百
韻
全
巻
に
わ
た
っ
て
取
っ
て
い
る
鎌
倉
時
代
と
、
形
骸
化
し
た
南
北
朝
、
室
町
時
代
に
分
け
ら

れ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
畳
字
を
賦
物
と
す
る
畳
字
連
歌
が
断
続
的
に
興
行
さ
れ
、
二
条
良
基
や
宗
砥
な
ど
の
名
の
も
と
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

百
韻
全
体
に
わ
た
る
賦
物
で
あ
り
、
次
代
の
俳
諸
連
歌
へ
の
準
備
を
な
し
た
こ
と
を
記
憶
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
貞
門
の
俳
諮
で
は
『
正
章
千

句
』
（
正
保
四
年
）
に
附
さ
れ
た
貞
徳
の
批
語
を
見
る
と
、
「
誹
な
し
」
と
い
う
三
文
字
が
散
見
す
る
。
こ
の
時
期
の
誹
譜
は
全
句
に
「
誹
」
を

詠
む
こ
と
を
求
め
た
と
見
え
、
こ
れ
は
遠
く
鎌
倉
時
代
の
連
歌
賦
物
の
実
態
と
通
ず
る
面
が
あ
る
。
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賦
物
集
の
発
見
と
紹
介
が
な
さ
れ
た
一
方
、
鎌
倉
時
代
の
連
歌
懐
紙
が
発
見
さ
れ
て
も
い
る
。
賦
物
の
実
態
を
調
べ
よ
う
と
す
る
と
、
伊
地

知
鐵
男
氏
の
一
連
の
研
究
に
当
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
懐
紙
に
賦
物
が
明
記
さ
れ
、
か
つ
各
句
に
合
点
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
も

の
に
か
ぎ
っ
て
、
検
討
を
進
め
た
い
。
以
下
、
論
文
に
翻
刻
さ
れ
た
連
歌
の
句
数
を
通
し
番
号
を
付
し
て
記
し
て
お
く
。

○
「
「
八
雲
御
抄
」
撰
成
当
時
の
連
歌
懐
紙
－
仁
治
二
年
書
写
東
大
寺
要
録
の
裏
文
書
1
」

　
こ
の
論
文
に
次
の
連
歌
の
翻
刻
が
あ
る
。

（『

A
歌
俳
譜
研
究
』
第
七
・
八
合
併
号
）



　
　
一
、
賦
何
屋
何
水
連
歌
　
　
9
句

本
稿
で
は
同
氏
著
『
連
歌
の
世
界
』
に
あ
る
翻
刻
を
も
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
。

○
「
善
阿
時
代
計
㎜
馳
の
京
都
公
家
の
連
歌
懐
紙
」
（
『
連
歌
俳
譜
研
究
』
第
十
一
号
）

　
こ
の
論
文
で
は
内
閣
文
庫
蔵
押
小
路
文
書
の
う
ち
、
『
改
元
類
記
』
紙
背
の
連
歌
懐
紙
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
全
十
一
枚
の
う
ち
、
本
稿

で
検
討
し
よ
う
と
す
る
の
は
、

　
　
二
、
正
和
三
七
十
九
興
行
の
賦
山
何
連
歌
　
2
2
句

　
　
三
、
応
長
元
八
廿
四
興
行
の
賦
何
船
連
歌
　
8
句

　
　
四
、
某
年
興
行
の
賦
何
物
連
歌
　
1
0
句

で
あ
る
。
氏
は
さ
ら
に
聖
衆
来
迎
寺
蔵
『
古
今
集
』
紙
背
の
徳
治
年
間
の
連
歌
懐
紙
を
も
発
見
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に

も
細
分
化
さ
れ
て
い
て
、
本
稿
で
は
取
り
あ
げ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
ら
を
資
料
と
し
て
、
同
氏
の
『
連
歌
の
世
界
』
で
は
賦
物
の
歴
史
に
つ
い
て
こ
な
れ
た
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
物
名
賦
物
か
ら
何
屋

何
水
の
よ
う
な
複
式
賦
物
へ
、
そ
れ
が
単
式
賦
物
へ
変
っ
て
ゆ
く
。
鎌
倉
時
代
全
般
を
通
じ
て
、
百
韻
全
部
に
賦
物
を
取
る
と
い
う
こ
と
は
守

ら
れ
て
き
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
冷
泉
家
の
連
歌
資
料
の
公
開
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
見
通
し
自
体
は
変
更
の
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
8
1
、
8
2
に
、
『
冷
泉
家
歌
書
紙
背
文
書
』
上
、
下
が
収
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
上
巻
に
『
新
古
今
和
歌
集
　
‡
水
本
』
紙
背
の

連
歌
、
下
巻
に
は
、
承
空
本
私
家
集
紙
背
の
連
歌
が
含
ま
れ
る
。
い
ず
れ
に
も
島
津
忠
夫
氏
に
よ
る
翻
刻
と
、
切
断
さ
れ
た
懐
紙
の
復
元
、
賦

物
の
調
査
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
解
題
が
附
さ
れ
て
い
る
。
原
型
を
復
元
す
る
作
業
に
よ
っ
て
、
本
稿
の
目
的
と
す
る
鎌
倉
当
時
の
賦
物
の
実

態
は
、
随
分
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
賦
物
に
合
点
の
附
さ
れ
た
連
歌
を
列
挙
す
る
と
、
『
新
古
今
和
歌
集
　
文
永
本
』
紙
背
か
ら
以
下
が
取
り
出
さ
れ
た
。
伊
地
知
氏
紹
介
の
連
歌
か
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ら
通
し
番
号
を
附
し
て
一
覧
す
る
。

　
　
五
、
賦
何
物
連
歌
　
5
0
句

　
　
六
、
賦
何
船
連
歌
　
3
0
句
（
島
津
氏
考
証
に
よ
り
、
二
枚
連
続
と
考
え
る
。
）

　
　
七
、
賦
何
人
連
歌
　
8
句

以
上
の
三
種
で
あ
る
が
、
合
点
の
附
さ
れ
な
い
連
歌
に
は
百
韻
全
体
が
復
元
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
文
永
年
間
を
降
ら
な
い
時
期
の
連
歌
が
多

量
に
出
現
し
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
連
衆
の
一
人
教
願
が
、
当
時
の
地
下
の
連
歌
師
寂
忍
と
関
わ
り
の
あ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
最
初
期
の
連
歌
師
の
活
動
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
承
空
本
私
家
集
紙
背
の
連
歌
は
、
各
句
に
合
点
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
も
通
し
番
号
を
附
し
て
一
覧
し
て
み
よ
う
。

　
　
八
、
永
仁
五
年
正
月
十
日
　
賦
何
木
連
歌
　
㎜
句
（
こ
れ
は
百
韻
全
体
が
復
元
さ
れ
た
。
）

　
　
九
、
某
年
秋
　
賦
何
木
連
歌
　
1
0
句

　
　
十
、
某
年
冬
　
賦
何
船
連
歌
　
2
0
句

　
　
十
一
、
某
年
春
　
賦
何
人
連
歌
　
4
2
句

以
上
の
資
料
が
公
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
賦
物
の
記
載
が
あ
り
、
か
つ
句
の
賦
物
の
部
分
に
合
点
の
あ
る
句
を
合
計
す
る
と
、
伊
地
知
氏
に
紹

介
さ
れ
た
の
が
4
9
句
、
島
津
氏
に
紹
介
さ
れ
た
の
が
『
新
古
今
和
歌
集
　
文
永
本
』
紙
背
8
8
句
、
承
空
本
私
家
集
紙
背
に
は
百
韻
完
本
一
巻
と
そ
の

他
7
2
句
と
な
る
。
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賦
物
集
に
か
か
げ
ら
れ
る
語
は
ほ
と
ん
ど
が
漢
字
で
あ
り
、
例
え
ば
「
何
路
」
の
項
に
礒
と
あ
れ
ば
磯
路
と
熟
す
る
の
だ
と
了
解
さ
れ
る
。



こ
の
場
合
、
実
際
の
作
句
で
は
磯
そ
の
も
の
が
実
景
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
室
町
時
代
の
発
句
で
は
素
直
に
字
義
通
り
の
意
味
を

荷
っ
て
賦
詠
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
鎌
倉
時
代
の
実
作
は
は
な
は
だ
異
っ
た
作
風
を
示
し
て
い
る
。
八
の
永
仁
の
百
韻

の
実
例
を
見
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

初
ウ
2
い
た
づ
ら
に
の
み
ふ
く
あ
ら
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
3
あ
す
か
“
は
ふ
ち
せ
も
浪
や
さ
は
く
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
4
き
の
ふ
も
け
ふ
も
さ
み
だ
れ
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
5
な
を
も
た
“
き
・
こ
そ
あ
か
ね
郭
公

こ
の
百
韻
は
何
木
連
歌
で
あ
り
、
合
点
は
ま
さ
に
鎌
倉
時
代
の
賦
物
の
取
り
方
を
示
し
て
い
る
。
島
津
氏
は
『
野
坂
本
賦
物
集
』
に
依
り
、
「
金

木
」
「
並
木
」
「
乱
木
」
（
こ
れ
の
み
は
賦
物
集
に
な
く
、
氏
の
推
定
）
「
赤
木
」
と
い
う
語
を
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
古
今
以
来
の
「
物
名
」
の
技

法
に
よ
る
賦
物
賦
詠
の
実
態
な
の
で
あ
っ
た
。
発
句
の
み
に
賦
物
を
取
る
室
町
時
代
の
場
合
、
『
水
無
瀬
三
吟
』
の
よ
う
に
何
人
を
満
た
す
語
は

「
山
」
で
あ
り
、
実
際
の
山
そ
の
も
の
が
詠
ま
れ
る
の
だ
が
、
鎌
倉
時
代
で
は
か
な
り
相
違
し
て
い
る
。
詠
嘆
の
「
か
な
」
が
「
何
木
」
の
賦

物
を
満
た
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
賦
物
が
明
記
さ
れ
、
か
つ
句
に
合
点
が
附
さ
れ
て
い
る
時
に
の
み
認
識
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、

ど
ち
ら
か
が
、
明
か
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
と
、
認
定
は
困
難
で
あ
る
。

　
試
み
に
本
稿
で
考
察
の
対
象
と
し
た
十
一
例
の
連
歌
に
つ
い
て
、
物
名
型
の
賦
物
の
取
り
方
を
し
た
句
の
割
合
を
次
に
示
そ
う
。
ま
ず
伊
地

知
氏
紹
介
の
連
歌
。

　
一
　
賦
何
屋
何
水
連
歌
　
9
句
中
0
句

　
二
　
賦
山
何
連
歌
　
　
　
2
2
句
中
1
0
句

　
三
　
賦
何
船
連
歌
　
　
　
8
句
中
3
句

　
四
　
賦
何
物
連
歌
　
　
　
1
0
句
中
4
句
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次
に
冷
泉
家
蔵
本
の
連
歌
。

十九八七六五
賦
何
物
連
歌

賦
何
船
連
歌

賦
何
人
連
歌

賦
何
木
連
歌

賦
何
木
連
歌

賦
何
船
連
歌

十
一
賦
何
人
連
歌

50
蜥
?
S
0
句

30
蜥
?
P
4
句

8
句
中
5
句

㎜
句
中
6
8
句

10

蜥
?
W
句

20
蜥
?
P
0
句

42
蜥
?
Q
5
句

　
物
名
型
と
す
る
認
定
は
筆
者
の
独
断
に
よ
る
か
ら
、
他
の
研
究
者
が
調
査
す
れ
ば
数
値
の
変
動
は
あ
ろ
う
が
、
き
わ
め
て
物
名
型
の
詠
み
方

が
多
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
細
か
く
見
る
と
、
ま
ず
一
の
連
歌
に
物
名
型
の
例
が
存
在
し
な
い
の
が
目
に
つ
く
。
そ
れ
に
対
し
、
二
、
三
、
四
の
作
は
西
園
寺
家
の
も
の

と
考
え
ら
れ
、
同
家
は
鎌
倉
初
期
の
公
経
が
勅
撰
作
者
の
み
な
ら
ず
『
百
人
一
首
』
の
作
者
で
も
あ
る
。
以
後
代
々
が
有
力
な
歌
人
で
あ
る
最

上
級
の
貴
族
で
あ
る
。
五
以
下
は
初
期
の
職
業
的
な
連
歌
師
を
思
わ
せ
る
詠
み
ぶ
り
で
、
先
に
見
た
よ
う
に
寂
忍
と
の
関
わ
り
も
証
明
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
時
代
の
熟
練
し
た
作
者
は
、
物
名
型
の
詠
み
方
で
賦
物
を
処
理
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
賦
物
の
あ
つ
か
い
方
が
色
々
と
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
全
十
一
の
連
歌
の
発
句
を
見
る
と
、
一
の
賦
何
屋
何
水
連
歌
の

　
　
　
　
　
　
　
V

　
　
　
し
か
の
ね
も
ま
つ
の
と
に
口
お
と
つ
る
れ

以
下
、
い
ず
れ
も
物
名
の
技
法
に
よ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
物
自
体
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。
（
但
し
、
四
の
み
は
切
断
に
よ
っ
て
不
明
）
　
現
存
す

る
鎌
倉
時
代
の
懐
紙
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
が
、
一
応
発
句
に
お
け
る
賦
物
は
、
実
際
松
屋
と
熟
す
る
な
ら
「
松
」
そ
の
物
を
詠
む
べ
し
と
す
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は
ニ

る
慣
例
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
金
子
金
治
郎
氏
が
引
か
れ
た
『
八
雲
御
抄
』
「
初
三
句
中
者
可
顕
賦
物
也
」
と
い
う
一
文
を
裏
づ
け
る
事
実
で

あ
る
。
ま
た
物
名
の
技
法
に
よ
る
作
例
が
多
い
の
は
、
決
し
て
適
当
な
賦
物
を
見
出
す
の
が
困
難
だ
っ
た
か
ら
と
も
思
わ
れ
な
い
。
多
く
の
場

合
、
発
句
の
あ
る
一
の
懐
紙
の
表
に
お
い
て
も
、
物
名
の
技
法
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
見
て
来
る
と
、
賦
物
の
形
態
の
移
り
変
り
が
あ
ら
あ
ら
鳥
鰍
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
鎌
倉
初
期
の
賦
物
を
「
源
氏
国
名
」
を
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぱ
ニ
　

と
し
て
考
え
て
み
る
。
『
菟
玖
波
集
』
か
ら
源
家
長
の
句
を
引
く
。

二
〇
八
〇
万
代
を
か
け
て
そ
ま
も
る
あ
ふ
ひ
草

　
　
　
し
ほ
た
る
・
袖
の
湊
を
尋
れ
は

；
三
六
い
勢
を
の
蛋
の
夜
半
の
つ
り
舟

六
六
二
御
法
に
は
こ
こ
ろ
の
な
と
か
ひ
か
さ
ら
む

一16一

　
　
　
い
つ
も
み
と
り
の
露
そ
み
た
る
・

一
二
七
八
蓬
生
の
軒
端
あ
ら
そ
ふ
故
郷
に

　
こ
こ
で
は
順
に
「
あ
ふ
ひ
」
「
ほ
た
る
」
「
い
勢
」
「
御
法
」
「
い
つ
も
」
「
蓬
生
」
が
詠
み
込
ま
れ
、
作
者
の
高
い
技
術
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
、
「
ほ
た
る
」
と
「
い
つ
も
」
は
物
名
型
の
処
理
が
な
さ
れ
て
お
り
、
上
賦
下
賦
型
の
賦
物
の
詠
み
方
と
の
相
異
が
な
い
。
鎌
倉
初
期
の

物
名
型
の
賦
物
が
嘉
禄
元
年
春
を
境
に
賦
何
式
の
い
わ
ゆ
る
複
式
賦
物
に
一
変
す
る
こ
と
が
『
明
月
記
』
の
記
述
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
賦
物
の
賦
詠
の
方
法
は
物
名
型
の
処
理
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
前
代
の
賦
物
の
と
り
方
と
あ
ま
り
違
い
が
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。



4

　
次
に
そ
の
他
の
連
歌
に
つ
い
て
、
賦
物
の
実
態
を
調
べ
て
み
る
が
、
作
業
が
ど
の
程
度
正
確
に
お
こ
な
え
る
か
考
え
て
お
き
た
い
。
原
懐
紙

に
賦
物
が
明
示
さ
れ
、
各
句
に
合
点
が
附
さ
れ
て
い
て
さ
え
、
ど
の
よ
う
な
語
が
詠
ま
れ
て
い
る
か
の
認
定
に
苦
し
む
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
こ

で
は
、
賦
物
の
表
示
や
合
点
の
な
い
場
面
で
の
調
査
を
試
み
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
島
津
忠
夫
氏
の
示
さ
れ
た
方
式
に
従
っ
て
、
野
坂
本
と

心
躰
抄
の
賦
物
集
と
の
照
合
の
結
果
を
記
し
て
お
こ
う
。

奈
良
の
都
を
思
ひ
こ
そ
や
れ

八
重
桜
秋
の
紅
葉
や
い
か
な
ら
む

時
雨
る
・
度
に
色
や
重
な
る

〔
都
人
〕
　
　
心

〔
桜
人
〕
　
　
心

〔
旅
人
〕
　
野
・
心
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三
句
目
で
「
度
」
を
「
旅
」
に
通
わ
せ
る
が
、
さ
き
の
、
八
、
賦
何
人
連
歌
　
初
ウ
5
に
、

あ
ふ
計
に
い
と
“
な
さ
け
そ
し
の
ば
る
、

の
実
例
が
あ
る
。
こ
う
見
る
と
こ
の
連
歌
は
「
何
人
」
を
賦
物
と
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
『
今
鏡
』
に
あ
る
源
有
仁
と
女

房
達
の
作
で
あ
っ
て
、
平
安
後
期
に
賦
物
の
制
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
れ
を
何
人
連
歌
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
次
に
『
水
無
瀬
三
吟
』
に
つ
い
て
同
じ
よ
う
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
の
連
歌
は
端
作
に
「
賦
何
人
連
歌
」
と
明
示
し
て
い
る
が
、
表
八
句



を
示
す
。
野
坂
本
と
心
躰
抄
に
加
え
、
『
連
歌
初
学
抄
』
中
の
賦
物
篇
を
「
初
」
と
し
て
お
く
。

雪
な
が
ら
山
本
か
す
む
夕
か
な

行
水
と
ほ
く
梅
に
ほ
ふ
さ
と

川
風
に
一
む
ら
柳
春
見
え
て

舟
さ
す
音
も
し
る
き
あ
け
か
た

月
や
猶
霧
わ
た
る
夜
に
残
ら
ん

霜
お
く
野
は
ら
秋
は
暮
け
り

な
く
虫
の
心
と
も
な
く
草
か
れ
て

〔
山
人
〕
野
・
心
・
初

〔
里
人
〕
野
・
心
・
初

〔
風
人
〕
　
　
心

〔
方
人
〕
野
・
心

〔
月
人
〕
　
　
　
初

か
き
ね
を
と
へ
ば
あ
ら
は
な
る
み
ち

〔
心
人
〕

〔
路
人
〕

心

初

一18一

六
句
目
の
「
お
く
」
に
つ
い
て
は
、
七
、
賦
何
人
連
歌
初
オ
3
に

〔
う
ぐ
〕

　
　
　
　
N

ひ
す
の
春
に
を
〔
く
る
〕

・
こ
ゑ
は
し
て

と
あ
り
、
島
津
氏
は
〔
奥
人
〕
と
考
証
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
表
八
句
す
べ
て
が
何
人
の
賦
物
を
満
た
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

宗
祇
の
時
代
の
連
歌
で
は
こ
の
制
度
は
も
は
や
す
た
れ
て
い
て
、
こ
の
結
果
は
偶
然
に
す
ぎ
な
い
。

　
「
何
人
」
の
よ
う
な
賦
物
は
ご
く
普
通
の
語
で
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
、
形
成
さ
れ
る
語
も
大
体
に
お
い
て
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

全
く
意
識
す
る
こ
と
な
く
賦
物
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
逆
に
熟
練
し
た
作
者
で
あ
れ
ば
百
韻
全
体
に
わ
た
っ
て
賦



物
を
取
る
の
は
わ
け
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
つ
ま
り
賦
物
と
は
「
何
人
」
の
よ
う
な
種
類
で
は
言
葉
の
遊
戯
と
し
て
は
難
易
度
の
低
い

も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
発
句
中
の
語
に
つ
い
て
言
え
ば
、
「
雪
」
を
『
連
歌
初
学
抄
』
中
の
賦
物
篇
に
つ
き
調
べ
る
と
、
山
何
、
花
之
何
、
白
何
、
薄
何
、
初
何

を
満
た
し
、
「
山
」
に
い
た
っ
て
は
、
何
路
、
何
風
、
片
何
、
御
何
、
何
水
、
何
人
、
何
手
、
何
草
、
夕
何
、
何
鳥
、
何
田
、
花
之
何
、
花
何
、

何
心
、
何
木
、
青
何
を
満
た
す
。
一
座
の
宗
匠
が
ど
れ
を
採
る
か
は
自
由
で
あ
る
か
ら
、
後
の
研
究
者
は
逆
に
発
句
一
句
か
ら
そ
の
連
歌
の
賦

物
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
次
の
句
を
な
す
各
語
も
同
じ
よ
う
に
多
く
の
賦
物
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
前
句
付
句
の
二
句
で
は
、

こ
れ
も
賦
物
の
推
定
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
賦
物
の
候
補
が
多
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。

5

　
以
下
鎌
倉
時
代
の
連
歌
に
つ
き
調
査
し
て
み
る
が
、
こ
の
時
代
の
作
を
最
も
多
く
伝
え
て
い
る
の
は
『
菟
玖
波
集
』
で
あ
る
。
賦
物
の
検
討

を
す
る
に
は
上
記
の
よ
う
に
前
句
付
句
二
句
の
型
態
で
は
意
味
が
な
い
が
、
こ
の
集
に
は
三
連
・
四
連
の
句
が
い
く
つ
か
あ
る
。
先
学
の
研
究

に
よ
り
、
全
1
8
例
が
見
出
さ
れ
て
お
り
、
内
わ
け
は
後
嵯
峨
院
時
代
の
句
（
院
の
他
、
為
家
、
弁
内
侍
、
少
将
内
侍
ら
に
よ
る
）
8
例
、
後
宇

多
院
時
代
7
例
、
南
北
朝
時
代
3
例
で
あ
る
。
こ
れ
と
別
に
、
集
中
で
離
れ
た
位
置
に
お
か
れ
て
い
る
が
、
三
連
以
上
の
原
型
に
復
原
さ
れ
る

も
の
が
2
0
例
あ
り
、
内
わ
け
は
後
鳥
羽
院
の
時
代
（
定
家
、
家
隆
ら
を
含
む
）
の
句
5
例
、
後
嵯
峨
院
の
時
代
の
句
8
例
、
後
宇
多
院
の
時
代
の

句
2
例
、
南
北
朝
時
代
の
句
5
例
を
数
え
る
。
総
計
す
る
と
鎌
倉
時
代
の
例
は
3
0
、
南
北
朝
の
例
が
8
で
、
は
な
は
だ
し
く
片
寄
っ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
の
句
は
撰
集
に
際
し
て
の
資
料
と
し
て
は
百
韻
の
懐
紙
の
か
た
ち
で
存
在
し
、
南
北
朝
期
の
も
の
は
前
句
付
句
の
形
式
の
句
集
だ
っ

た
の
か
と
一
応
推
定
し
て
お
く
。

　
こ
の
う
ち
、
後
鳥
羽
院
時
代
の
句
の
詞
書
に
賦
物
の
記
載
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
の
上
賦
下
賦
の
形
式
の
賦
物
は
示
さ
れ
な
い
。
撰
者
た
ち
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の
時
代
と
同
質
の
賦
物
に
つ
い
て
は
関
心
が
は
ら
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
現
代
の
研
究
者
も
後
鳥
羽
院
時
代
の
賦
物
に
つ
い
て

は
研
究
す
る
が
、
そ
れ
以
後
の
句
に
つ
い
て
は
特
に
検
討
さ
れ
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
調
査
の
結
果
「
何
人
連
歌
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

あ
た
か
も
四
つ
足
で
歩
く
犬
を
発
見
し
た
よ
う
な
も
の
で
、
と
り
わ
け
面
白
く
も
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
下
『
菟
玖
波
集
』
の
付
句
か
ら
賦
物
の
実
態
を
探
ろ
う
と
す
る
が
、
伊
地
知
、
島
津
両
氏
の
紹
介
さ
れ
た
実
例
に
よ
り
、
鎌
倉
時
代
の
連

歌
が
百
韻
全
体
に
賦
物
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
し
か
し
、
一
句
二
句
か
ら
は
該
当
例
が
多
す
ぎ
て
推
定
困
難
で
あ
る
の
で
、

四
句
連
続
の
例
で
考
え
て
み
よ
う
。
全
部
で
五
例
を
数
え
る
。

　
　
愚
な
る
心
よ
り
こ
そ
ま
よ
ひ
つ
れ
〔
迷
子
〕
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
宇
多
院
御
製

　
　
つ
れ
な
き
人
を
お
も
ひ
そ
め
つ
・
と
侍
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
人
子
〕
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
大
納
言
実
教

　
　
を
の
つ
か
ら
う
き
身
の
程
は
し
る
へ
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
御
子
〕
野
・
心

　
　
と
侍
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
大
納
言
経
継

七
四
三
い
つ
は
り
な
ら
ぬ
言
の
葉
も
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
張
子
〕
野
・
心
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こ
こ
で
は
「
何
子
」
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
う
き
い
つ
は
り
の
く
れ
を
か
さ
ね
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
大
納
言
公
明

　
　
　
な
れ
て
聞
音
さ
へ
つ
ら
し
松
の
風

　
　
　
　
と
い
ふ
句
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
宇
多
院
御
製

　
　
　
深
山
の
庵
に
と
し
の
へ
ぬ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
部
卿
為
藤

≡
九
八
ふ
み
わ
く
る
岩
ね
の
道
も
跡
ふ
り
ぬ

こ
こ
で
は
「
夕
何
」
が
想
定
さ
れ
る
。
な
お

　
　
　
猶
北
窓
は
雪
つ
も
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
宇
多
院
御
製

　
　
　
呉
竹
の
み
と
り
か
は
ら
ぬ
色
な
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
大
納
言
経
継

〔
夕
暮
〕
野

〔
夕
風
〕
野

〔
夕
山
〕
野

〔
夕
道
〕
野

『
心
躰
抄
』
に
は
「
夕
何
」

　
〔
雪
屋
〕
　
心

と
侍
に

　
〔
竹
屋
〕
野
・
心

の
項
が
見
当
ら
な
い
。
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つ
か
ふ
る
み
ち
を
松
に
な
ら
へ
む
　
と
侍
る
に
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
松
屋
〕
野
・
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
中
納
言
有
忠

一
八
六
四
千
と
せ
へ
む
鶴
の
心
に
か
な
ふ
や
と
　
　
〔
鶴
屋
〕
野
・
心

こ
こ
で
は
「
何
屋
」
が
推
定
さ
れ
る
。
以
上
三
例
は
い
ず
れ
も
後
宇
多
院
が
出
座
し
て
い
る
が
賦
物
が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
一
座
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
次
は
共
通
句
の
存
在
に
よ
り
四
句
連
続
が
復
原
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
後
嵯
峨
院
時
代
に
湖
る
。

　
　
　
お
も
ふ
ご
・
う
そ
身
に
し
ら
れ
つ
る
　
〔
御
船
〕
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
二
位
行
家

　
三
九
二
入
月
を
人
も
さ
こ
そ
は
お
し
む
ら
め
　
〔
人
船
〕
野
・
心

　
　
　
入
月
を
人
も
さ
こ
そ
は
惜
む
ら
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
深
草
院
弁
内
侍

　
二
五
八
な
ら
す
扇
の
う
ち
も
を
か
れ
す
　
　
　
〔
打
船
〕
野
・
心

　
　
　
な
ら
す
扇
の
う
ち
も
を
か
れ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
嵯
峨
院
御
製

　
二
三
八
塵
は
ら
ふ
床
夏
の
は
な
咲
し
よ
り
　
　
〔
夏
船
〕
　
　
心

こ
の
よ
う
に
「
何
船
」
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
「
夏
船
」
は
『
心
躰
抄
』
で
は
「
四
季
在
」
と
し
て
い
る
。
他
に
六
、
何
船
連
歌
オ
3
に
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M
つ
の
き
て
か
は
き
幽
〔
挟
哉
〕

と
あ
り
、
傍
証
が
あ
る
。
さ
ら
に

　
　
　
も
え
わ
た
る
夜
半
の
蛍
を
し
る
へ
に
て
　
　
〔
弱
木
〕
野
・
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
深
草
院
弁
内
侍

　
　
　
み
さ
ほ
に
物
や
お
も
ひ
み
た
れ
ん
と
侍
に
　
〔
思
木
〕
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
院
少
将
内
侍

　
七
四
八
あ
し
の
根
の
う
き
身
は
さ
そ
と
し
り
な
か
ら
〔
根
木
〕
野
・
心

　
　
　
あ
し
の
根
の
う
き
身
は
さ
そ
と
し
り
な
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
大
納
言
為
氏

一
五
六
一
よ
し
や
つ
れ
な
く
世
を
は
そ
む
か
し
　
　
　
〔
樫
木
又
は
枷
木
〕

こ
こ
で
は
「
何
木
」
が
想
定
さ
れ
る
。
「
樫
木
」
に
つ
い
て
は
八
、
何
木
連
歌
名
ウ
ー
に

　
　
　
　
　
V

　
　
　
す
ぎ
よ
か
し
春
と
秋
と
を
・
く
り
て
も

と
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
『
菟
玖
波
集
』
か
ら
知
ら
れ
る
四
句
連
続
の
鎌
倉
時
代
の
連
歌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
賦
物
を
全
句
に
わ
た
っ
て
と
っ
て
い
る
と
見
て

よ
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
推
定
さ
れ
た
賦
物
は
あ
く
ま
で
も
可
能
性
を
示
す
の
み
で
、
い
わ
ば
解
答
例
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た

三
句
連
続
の
例
に
つ
い
て
言
え
ば
、
鎌
倉
時
代
の
句
の
ほ
と
ん
ど
で
比
較
的
容
易
に
推
定
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
複
数
の
賦

物
が
検
出
さ
れ
た
り
し
て
元
来
ど
の
賦
物
を
と
っ
て
い
た
か
を
判
断
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

6

　
同
じ
作
業
を
別
の
作
品
に
も
行
な
っ
て
み
よ
う
。
『
と
は
ず
が
た
り
』
巻
一

続
の
連
歌
が
あ
る
。
こ
こ
に
も
賦
物
の
制
が
見
出
さ
れ
る
か
ど
う
か
。

　
　
新
院
御
歌
　
　
1

　
　
　
く
も
の
な
み
け
ぶ
り
の
な
み
を
わ
け
て
け
り
〔
浪
人
〕
　
　
心

　
行
す
ゑ
遠
き
君
が
御
代
と
て

春
宮
大
夫

　
む
か
し
に
も
猶
た
ち
こ
え
て
み
つ
ぎ
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
く
も
ら
ぬ
か
げ
も
神
の
ま
に
ま
に

春
宮
御
方

　
九
そ
ぢ
に
な
ほ
も
か
さ
ぬ
る
お
い
の
な
み

新
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
た
ち
ゐ
く
る
し
き
よ
の
な
ら
ひ
か
な

　
う
き
こ
と
を
心
ひ
と
つ
に
し
の
ぶ
れ
ば

富
の
小
路
殿
の
御
所

　
た
え
ず
な
み
だ
に
有
明
の
月

〔
往
人
〕
　
　
心

〔
昔
人
〕
　
　
心

〔
神
人
〕
野
・
心

〔
老
人
〕
野
・
心

〔
世
人
〕
　
　
心

二
は
北
山
准
后
九
十
賀
の
記
事
で
閉
じ
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
八
句
連
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こ
の
よ
う
に
「
何
人
」
が
推
定
さ
れ
る
。
『
野
坂
本
』
は
最
後
に
「
何
人
」
の
項
を
置
く
が
、
大
き
く
破
損
し
て
語
を
多
く
失
っ
て
お
り
、
そ
の



た
め
こ
こ
で
は
該
当
す
る
句
二
句
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
七
句
目
は
〔
心
人
〕
と
熟
す
る
と
思
わ
れ
、
『
初
学
抄
』

後
の
句
も
〔
月
人
〕
と
熟
し
、
こ
れ
も
『
初
学
抄
』
の
賦
物
篇
に
見
え
る
ほ
か
、
七
、
何
人
連
歌
初
オ
6

の
賦
物
篇
に
見
え
る
。
最

　
　
　
　
　
へ

か
く
れ
ぬ
秋
の
月
の

〔
お
も
〕
か
げ

十
一
、
何
人
連
歌
初
ウ
ー
0
に

　
　
　
へ

し
も
夜
の
月
ぞ
袖
に
う
つ
ろ
ふ

と
い
う
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
の
実
例
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
冷
泉
家
の
『
新
古
今
和
歌
集
文
永
本
』
の
紙
背
の
賦
物
集
に
も
、
何
人
の
項
に
「
つ
き
」

が
あ
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
連
歌
は
北
山
准
后
九
十
賀
の
祝
賀
行
事
の
う
ち
の
一
つ
、
「
賦
何
人
連
歌
」
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

新
院
御
製
は
季
語
を
欠
き
発
句
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
最
も
祝
意
を
示
し
て
い
る
部
分
を
と
り
上
げ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「
波
」
が
第
一
句
と

第
五
句
、
「
代
」
が
第
二
句
と
第
六
句
、
「
た
ち
」
が
第
三
句
と
第
六
句
に
現
れ
る
な
ど
、
後
世
の
連
歌
で
は
許
さ
れ
な
い
行
様
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
逆
に
賦
物
に
主
眼
の
あ
る
時
代
で
あ
っ
た
と
す
る
見
方
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
行
事
は
『
増
鏡
』
「
老
の
な
み
」
に
記
さ
れ
、
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
記
事
が
採
録
さ
れ
、
こ
の
連
歌
も
第
六
句
ま
で
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
当
日
の
行
事
の
記
録
『
北
山
准
后
九
十
賀
記
』
、
『
実
躬
卿
記
』
な
ど
は
連
歌
興
行
の
事
を
記
さ
な
い
。
こ
の
時
代
は
ま
だ
連
歌
を

公
式
の
行
事
と
は
感
じ
な
か
っ
た
の
か
、
漢
文
日
記
で
は
無
覗
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
藤
原
実
躬
は
連
歌
作
者
で
も
あ
り
、
『
実
躬
卿
記
』
永
仁
三
年
十
月
記
紙
背
に
連
歌
懐
紙
が
あ
り
、
大
日
本
古
記
録
の
翻
刻
が
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あ
る
。
永
仁
頃
の
連
歌
と
し
て
貴
重
な
遺
品
な
の
だ
が
、
い
ま
だ
検
討
さ
れ
た
こ
と
を
聞
か
な
い
の
で
こ
こ
で
見
て
お
き
た
い
。
懐
紙
を
縦
に

切
断
し
た
と
見
え
、
折
り
目
を
中
心
に
表
裏
そ
れ
ぞ
れ
七
句
が
見
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
が
表
か
不
明
で
、
そ
れ
ぞ
れ
七
句
は
連
続
す
る
が
、
表
裏

の
句
は
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
以
下
翻
字
を
示
す
が
、
賦
物
に
合
点
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
合
点
の
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ニ
　

同
様
の
現
象
に
つ
い
て
同
じ
賦
物
が
前
に
出
て
い
る
た
め
か
と
の
推
定
が
金
子
金
治
郎
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
も
同
じ
よ
う
に
賦
物
を
示
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
V

た
ひ
こ
ろ
も
し
ら
ぬ
野
は
ら
に
ゆ
き
く
れ
ぬ

馴
の
か
は
ら
の
や
と
り
た
に
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

わ
す
る
な
よ
年
に
一
夜
と
た
の
め
て
も

な
か
き
ち
き
り
の
ゆ
く
す
ゑ
の
ひ

む
か
し
よ
り
せ
き
の
ふ
ち
か
は
た
え
す
し
て

つ
か
ふ
る
道
は
い
ま
も
か
は
ら
す

　
　
　
　
V

神
よ
・
り
な
か
れ
［
川
］
い
は
し
水

〔
天
路
〕

〔
夜
路
〕

〔
空
路
〕

〔
関
路
〕

〔
今
路
〕

〔
中
路
、
長
路
〕

野
・
心

野
・
心

野野
・
心

野
・
心

野
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［
川
川
山
閨
し
る
し
哉

　
　
　
　
　
　
V

鴬
の
こ
ゑ
も
の
と
け
く
聞
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

君
か
す
み
か
の
雲
の
上
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

く
も
り
な
く
な
を
さ
り
口
口
ぬ
よ
は
の
月

な
に
を
ふ
秋
の
し
る
し
は
か
り
に

〔
上
路
〕

心

〔
狩
路
〕
野
・
心



ゆ
ふ
さ
れ
は
卦
固
の
山
の
を
と
た
か
く

　
　
　
　
　
V

［
川
川
］
に
ち
か
き
虫
の

〔
奥
路
〕
野

〔
近
路
〕
野
・
心

合
点
の
あ
る
語
は
そ
れ
ぞ
れ
「
何
路
」
と
言
え
そ
う
で
、
第
五
、
第
六
句
、
第
十
二
句
も
合
点
は
な
い
も
の
の
「
何
路
」
を
満
た
す
語
が
あ
り
、

全
十
四
句
の
う
ち
十
句
に
な
る
。
賦
物
集
に
一
致
す
る
語
が
な
い
の
が
、
第
一
、
八
、
九
、
十
一
と
あ
る
が
、
一
応
賦
何
人
連
歌
で
全
巻
に
わ

た
っ
て
賦
物
を
と
っ
た
も
の
と
見
て
お
き
た
い
。

7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぱ
　

　
賦
物
の
制
は
鎌
倉
時
代
に
変
容
を
重
ね
た
。
金
子
金
治
郎
氏
は
『
明
月
記
』
正
治
二
年
九
月
二
十
日
に
「
賦
五
色
」
の
賦
物
が
見
え
る
こ
と
、

同
書
嘉
禄
元
年
四
月
十
四
日
に
「
白
何
何
屋
」
の
賦
物
が
見
え
る
こ
と
、
『
隆
弁
法
印
西
上
記
』
な
る
書
に
建
長
二
年
の
日
付
で
「
山
何
何
水
」

の
賦
物
が
見
え
る
こ
と
を
発
見
し
、
そ
れ
ぞ
れ
物
名
型
複
式
、
上
賦
下
賦
型
複
式
の
行
な
わ
れ
た
期
間
の
指
標
と
さ
れ
た
。
定
家
と
い
う
同
時

代
の
連
歌
愛
好
家
の
記
録
が
物
語
る
こ
と
に
疑
念
の
余
地
は
な
い
。
と
す
れ
ば
物
名
型
の
賦
物
は
正
治
か
ら
嘉
禄
ま
で
約
二
十
五
年
間
、
上
賦

下
賦
型
は
嘉
禄
以
後
用
い
ら
れ
、
下
限
を
建
長
と
す
る
と
、
こ
れ
も
約
二
十
五
年
間
流
行
し
た
こ
と
に
な
る
。
複
式
か
ら
単
式
へ
の
移
行
は
は
っ

き
り
し
た
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
建
長
以
前
に
お
こ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
以
後
鎌
倉
末
期
ま
で
約
八
十
年
ほ
ど
が
単
式
賦
物
の
時

期
と
言
え
よ
う
。
南
北
朝
以
後
明
治
に
至
る
五
百
年
の
間
、
賦
物
を
と
る
の
は
発
句
の
み
と
い
う
こ
と
に
定
ま
り
、
以
後
賦
物
の
制
は
一
切
変

化
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
変
容
は
き
わ
め
て
急
激
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
変
化
を
主
導
し
た
人
物
も
全
く
明

ら
か
で
な
く
、
こ
の
変
化
に
反
対
す
る
運
動
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。
静
か
に
一
斉
に
制
度
が
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
理
由
を

考
え
て
み
た
い
。
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ハ
な
　
り

　
賦
物
の
制
の
そ
も
そ
も
の
始
り
に
つ
い
て
は
能
勢
朝
次
氏
を
は
じ
め
先
学
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
つ
け
加
え
る
こ
と
は
な
い
。

実
際
に
行
な
わ
れ
て
い
た
物
名
型
の
賦
物
に
つ
い
て
考
証
し
て
み
よ
う
。
源
氏
国
名
の
賦
物
は
源
氏
の
巻
名
と
国
名
を
交
互
に
詠
み
込
む
の

で
、
五
十
ず
つ
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
五
十
余
帖
と
⊥
ハ
十
六
箇
国
が
総
数
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
数
値
は
一
つ
の
目
安
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

他
の
「
魚
鳥
」
な
り
「
草
木
」
な
り
も
同
じ
よ
う
に
、
六
、
七
十
語
が
い
つ
も
使
用
さ
れ
、
使
用
頻
度
の
高
い
語
は
固
定
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ

ろ
う
。
源
氏
国
名
の
句
例
を
三
句
挙
げ
て
み
よ
う
。
『
続
群
書
類
従
』
所
収
、
一
条
兼
良
等
を
連
衆
と
す
る
作
で
あ
る
。

し
ほ
た
る
・
た
も
と
の
露
を
枕
に
て

柳
よ
り
あ
を
み
ゆ
く
葉
は
木
々
の
春

何
を
き
り
つ
ほ
に
薬
を
つ
く
る
ら
む

こ
れ
ら
は
巻
名
を
物
名
の
技
法
で
詠
み
込
ん
で
い
る
が
、
「
蛍
」
の
処
理
法
は
先
に
見
た
『
菟
玖
波
集
』
の
源
家
長
の
作
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

「
帯
木
」
「
桐
壷
」
は
処
理
が
困
難
と
思
う
が
、
源
氏
の
巻
数
か
ら
み
て
毎
回
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
鎌
倉
時
代
に
も
同
じ
よ
う

な
か
た
ち
で
技
巧
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
同
じ
こ
と
が
他
の
賦
物
に
も
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、
い
く
つ
か
の
語
は
毎
回
の
よ

う
に
登
場
し
、
智
恵
を
尽
し
て
詠
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
定
家
家
隆
と
い
う
よ
う
な
水
準
の
歌
人
達
が

こ
の
賦
物
を
使
い
続
け
た
の
で
あ
る
。
い
か
に
困
難
な
賦
物
で
あ
っ
て
も
所
詮
は
単
純
な
言
語
遊
戯
な
の
で
あ
っ
て
、
物
名
の
技
法
の
可
能
性

は
こ
の
期
間
の
う
ち
に
窮
め
つ
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
連
歌
愛
好
者
達
の
共
通
の
認
識
に
な
っ
て
い
た

た
め
に
、
複
式
の
上
賦
下
賦
と
い
う
新
し
い
工
夫
が
な
さ
れ
る
と
、
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
上
賦
下
賦
の
形
は
、
従
来
の
賦
物
に
比
べ
は
る
か
に
自
由
度
が
高
く
、
使
い
勝
手
が
よ
い
の
で
歓
迎
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
実
作
に
あ
た
っ
て
、

そ
の
物
自
体
を
詠
み
込
む
も
よ
し
、
物
名
型
の
処
理
を
し
て
も
よ
い
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
技
法
で
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
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型
に
も
や
は
り
問
題
が
あ
ろ
う
。
源
氏
国
名
の
賦
物
に
つ
い
て
、
す
で
に
『
八
雲
御
抄
』
は
こ
う
注
意
し
て
い
る
。

国
与
二
源
氏
一
を
賦
物
に
み
ゆ
き
と
し
て
源
氏
名
、
国
の
ゆ
き
に
用
事
あ
し
き
事
也
。

巻
名
「
行
幸
」
と
国
名
「
壱
岐
」
と
の
重
複
に
つ
い
て
、
注
意
を
う
な
が
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
、
賦
何
屋
何
水
連
歌
は
懐
紙
が
伝
わ
っ

た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
何
屋
」
と
「
何
水
」
に
つ
い
て
『
野
坂
本
賦
物
集
』
に
あ
た
る
と
「
足
水
」
と
「
葦
屋
」
、
「
磐
水
」
と
「
磐
屋
」
、
「
大

水
」
と
「
大
屋
」
な
ど
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
見
出
さ
れ
る
。
普
通
の
歌
語
に
よ
っ
て
賦
物
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
こ
の
賦
物
の
形
式
で
は
、
必
然

的
に
こ
の
種
の
重
複
が
多
く
な
り
、
こ
の
不
便
さ
は
連
歌
作
者
た
ち
の
共
通
の
認
識
に
な
っ
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う
。
源
氏
国
名
型
の
具
体
的
な

賦
物
で
あ
れ
ば
、
二
つ
の
全
く
種
類
を
異
に
す
る
語
が
交
互
に
現
れ
る
こ
と
に
そ
れ
な
り
の
意
義
が
あ
る
が
、
「
何
屋
」
と
「
何
水
」
が
交
互
に

現
れ
る
必
要
性
が
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
。
複
式
か
ら
単
式
の
賦
物
に
変
化
し
た
の
は
こ
う
い
う
事
情
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
世
一
条
兼

良
な
ど
が
趣
向
と
し
て
源
氏
国
名
や
三
代
集
作
者
の
賦
物
を
試
み
た
り
、
兼
載
に
よ
る
連
歌
本
式
が
表
十
句
の
賦
物
を
規
定
し
た
り
す
る
。
し

か
し
、
上
賦
下
賦
式
の
複
式
の
賦
物
に
注
目
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
形
式
は
過
渡
期
の
性
格
の
曖
昧
さ
を
ま
ぬ
が
れ
な
か
っ
た

も
の
と
見
え
る
。

　
複
式
賦
物
の
詠
ま
れ
た
最
後
の
日
付
と
し
て
建
長
二
年
の
記
録
が
あ
り
、
一
方
冷
泉
家
本
の
文
永
頃
の
紙
背
の
連
歌
が
単
式
賦
物
を
と
っ
て

い
た
。
す
な
わ
ち
後
嵯
峨
親
政
と
院
政
の
こ
ろ
が
境
界
を
な
し
て
お
り
、
『
菟
玖
波
集
』
の
こ
の
こ
ろ
の
四
句
連
続
の
賦
物
を
ど
う
見
る
か
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
筆
者
の
考
証
は
単
式
と
す
る
方
に
傾
き
、
「
何
船
」
と
「
何
木
」
を
候
補
と
し
た
が
、
や
は
り
こ
の
時
期
の
懐
紙
が
出
現
し
な

い
こ
と
に
は
決
定
し
が
た
い
。

　
さ
て
一
応
後
嵯
峨
院
時
代
頃
、
単
式
の
賦
物
の
制
に
落
ち
着
い
た
と
し
て
そ
の
実
態
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
六
、
何
船
連
歌

オ
4
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へ

い
つ
し
か
た
れ
か
浦
を
と
ひ
て
ん

五
、
何
物
連
歌
初
オ
5
、
ニ
ウ
9

へた
ち
わ
た
る
霞
の
ひ
ま
の
は
つ
せ
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

ち
り
ち
ら
す
つ
ゆ
に
お
れ
ふ
す
小
萩
は
ら

こ
れ
ら
は
一
音
の
「
か
」
「
た
」
「
こ
」
が
賦
物
を
満
た
す
も
の
と
し
て
容
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
語
が
再
度
出
る
の
が
容
認
さ
れ
た
ら

し
い
こ
と
が
金
子
氏
紹
介
の
懐
紙
に
あ
り
、
同
じ
こ
と
は
『
実
躬
卿
記
』
紙
背
の
連
歌
懐
紙
に
も
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
古
く
か
ら
あ
る
「
以
呂

波
」
の
連
歌
な
ど
、
和
文
字
が
四
十
七
文
字
か
ら
成
る
の
で
あ
る
か
ら
原
則
的
に
す
べ
て
の
文
字
は
二
度
使
用
さ
れ
、
「
き
」
「
や
」
「
う
」
の
三

文
字
に
至
っ
て
は
四
度
使
わ
れ
る
。
＝
字
露
顕
」
の
賦
物
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
わ
れ
よ
う
。
同
じ
語
の
再
使
用
へ
の
禁
止
が
な
く
、
一

音
の
賦
物
が
容
認
さ
れ
る
と
い
う
の
で
は
、
言
語
遊
戯
と
し
て
の
難
易
度
は
か
な
り
低
か
っ
た
と
判
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
鎌
倉
時
代
後
半
に

な
お
百
韻
全
体
に
賦
物
が
と
ら
れ
て
い
た
に
せ
よ
、
遊
戯
と
し
て
の
緊
張
感
は
次
第
に
失
な
わ
れ
、
次
の
時
代
に
な
る
と
発
句
に
の
み
の
単
な

る
形
式
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
こ
の
認
識
は
連
歌
作
者
た
ち
に
共
有
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
い
わ
ば
賦
物
の
制
の
安
楽
死

に
異
議
を
と
な
え
る
者
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
八
、
賦
何
木
連
歌
三
ウ
ー
0
、
十
、
賦
何
船
連
歌
初
ウ
4
、
十
一
、
賦
何
人
連
歌
ニ
オ
3
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V

な
に
し
に
あ
ま
の
袖
ぬ
ら
す
ら
む

　
　
　
　
　
V

猶
み
つ
く
き
の
か
く
か
ひ
も
な
く



　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

く
り
か
へ
し
い
の
り
ぞ
か
く
る
思
事

島
津
氏
は
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
「
乱
木
」
「
楽
船
」
「
楽
人
」
と
熟
す
る
と
解
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
表
面
上
の
大
和
詞
に
音
読
み
の
漢
語
が
隠
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
鳥
羽
院
の
時
代
、
連
歌
は
和
歌
に
対
し
て
座
興
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
用
語
も
和
歌
の
基
準
に
し
ば
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
「
こ
と
ば
は
古
き
を
し
た
ひ
」
と
の
古
典
主
義
に
逆
ら
っ
た
、
語
彙
の
拡
張
へ
の
動
き
も
想
像
さ
れ
る
。
「
以
呂
波
」

の
連
歌
な
ど
、
ラ
行
の
語
を
百
韻
に
二
度
ず
つ
詠
む
こ
と
を
強
制
す
る
の
で
あ
り
、
時
代
の
降
っ
た
例
に
な
る
が
、
一
条
兼
良
一
座
の
百
韻
に

は
、
ろ
（
櫓
）
り
む
し
（
臨
時
）
る
り
い
ろ
（
瑠
璃
色
）
以
下
が
詠
み
込
ま
れ
る
。

　
賦
物
の
制
が
形
骸
化
す
る
と
こ
れ
ら
の
語
は
詠
ま
れ
が
た
く
な
り
、
連
歌
語
彙
は
和
歌
に
近
づ
く
こ
と
に
な
る
。
思
い
お
こ
さ
れ
る
の
は
誹

諸
の
こ
と
で
あ
る
。
『
菟
玖
波
集
』
に
お
い
て
場
所
を
得
て
い
た
誹
譜
は
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
か
ら
排
除
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
誹
譜
の
連
歌
か
ら

の
分
離
独
立
へ
の
契
機
と
な
っ
た
。
豊
饒
な
字
音
語
へ
の
関
心
は
、
こ
れ
を
賦
物
と
し
て
全
体
に
強
制
す
る
畳
字
連
歌
の
試
み
に
つ
な
が
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
賦
物
の
有
名
無
実
化
と
と
も
に
二
条
良
基
の
名
の
も
と
畳
字
連
歌
が
出
現
し
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
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注注注注注
五四三ニー

『
菟
玖
波
集
の
研
究
』
四
四
ぺ
ー
ジ
。

『
菟
玖
波
集
』
の
引
用
は
す
べ
て
注
一
の
「
菟
玖
波
集
の
研
究
』
所
収
本
に
よ
り
、

同
書
六
五
ペ
ー
ジ
。

同
書
四
一
ペ
ー
ジ
。
第
一
章
　
三
　
賦
物
の
制
と
そ
の
推
移
。

『
聯
句
と
連
歌
』
。
『
能
勢
朝
次
著
作
集
』
第
七
巻
7
5
ペ
ー
ジ
以
下
。

句
番
号
も
そ
れ
に
よ
る
。


